
１　特定個人情報保護評価書（全項目評価書）の概要について

２　用語解説

索
引

用語 解説

あ アクセスログ
コンピューターシステムを利用する際に、生体認証、ＩＤおよびパスワードによる認証を行い、その認
証記録（認証に失敗した記録を含む）の履歴を保存したものです。

宛名情報
統合宛名システムにおいて管理する個人番号や宛名番号、基本4情報（氏名・住所・生年月日・性
別）の情報です。

宛名番号
市で取り扱うシステムにおいて、各々のシステムが個人を特定するために用いる内部用の識別番
号です。

移転 市の内部の他部署に特定個人情報を渡すことをいいます。

か 既存住基システム
市町村の住民基本台帳事務のために、市町村独自にコンピュータを導入し、データベース化されて
いるシステムです。

個人番号 番号法に基づき、住民票を有する者一人ひとりに指定された１２桁の番号をいいます。

個人番号カード（マイナンバーカード）
本人確認や自治体サービス等で利用できる、個人番号が記載された顔写真付きのカードのことで
す。

ガバメントクラウド
デジタル庁が調達するものであって、地方公共団体が標準準拠システム等を利用できるよう、地方
公共団体に対し提供するクラウドサービス及びこれに関連するサービスのこと。
なお、ガバメントクラウドの利用は努力義務とされている（標準化法第10 条）。

さ
市町村コミュニケーションサーバ（市
町村CS）

本人確認情報を記録し、既存住基システム、都道府県サーバ、他市町村CSとデータ交換を行う
サーバです。

住民基本台帳ネットワークシステム
（住基ネット）

平成14年に住民基本台帳法に基づき設置され、市民の利便性の向上と国及び地方公共団体の行
政の合理化に資するため、居住関係を公証する住民基本台帳をネットワーク化し、全国共通の本
人確認ができるシステムとして構築されたものです。

情報提供ネットワークシステム

番号法第2条第14項に規定するシステムです。同法に定める事務を実施する国、地方公共団体等
の機関の情報照会者の求めに応じて、国、地方公共団体等の機関の情報提供者から情報照会者
に対しての特定個人情報の提供を実現するための連携システムであり、内閣総理大臣が設置・管
理するものです。

セグメント
コンピューターネットワークで通信が行われる物理ネットワークの最小単位を言います。もともとは
全体を分割したうちのひとつの意味です。

全国サーバ 機構に設置される、全国民の本人確認情報を記録、保存するサーバです。

操作ログ
コンピューターシステムを利用する際に、いつ・誰が・どこで・何をしたかを記録し、保存したもので
す。

た 統合宛名システム
市において、番号法により規定される個人番号を取り扱う住民記録や個人住民税等の業務システ
ムと、中間サーバーとの紐付けを管理するシステムです。

　(4) 「Ⅳ　リスク対策（その他）」のページ

　(5) 「Ⅴ　開示請求、問合せ」のページ

　　事務従事者への教育や監査等、(3)の記載以外のリスクへの対策等が記載されています。

　 ご本人による情報開示・訂正・利用停止に係る請求等について記載されています。

　なる法令等について記載されています。

　保管等における取り扱いの詳細が記載されています。

　れています。

住民基本台帳事務に関する事務全項目評価書　参考資料

　(１) 「Ⅰ　基本情報」のページ
　　本評価の対象事務についての全般的な基本的な情報が記載されています。事務内容や関連システムの情報、特定個人情報を扱う根拠と

　　本評価における特定個人情報ファイルに係る内容が記載されています。記録項目に係る情報や、特定個人情報の入手・使用・委託・提供・

　　特定個人情報の入手・使用・委託・提供・保管等、特定個人情報の取り扱いにおいて、発生しうる各種のリスクとそれに対する対策が記載さ

　(2) 「Ⅱ　ファイルの概要」のページ

　(3) 「Ⅲ　リスク対策（プロセス）」のページ



地方公共団体情報システム機構（機
構）

マイナンバーカード関連システム、住民基本台帳ネットワークシステム、自治体中間サーバー・プ
ラットフォーム、公的個人認証サービス、コンビニ交付サービス等、地方公共団体の行政サービス
を支える大切な基盤となる各種システムの運営を担う、国と地方公共団体が共同で管理する法人
です。

中間サーバー
地方公共団体や国等の既存システム（統合宛名システムを含む）と、情報提供ネットワークシステ
ムとを接続するシステムで、既存システム（団体内統合システムを含む）のファイルにおいて保存さ
れている特定個人情報の副本を保存・管理します。

提供 他の地方公共団体や国等、市以外の機関に特定個人情報を渡すことをいいます。

統合端末
市町村CSを利用した業務処理の操作、個人番号カードを利用した本人確認業務、操作者の照合
情報を利用した操作者認証等を行う端末です。

特定個人情報 個人情報のうち、個人番号をその内容に含んでいるものをいいます。

特定個人情報ファイル 個人番号をその内容に含む個人情報ファイル又は個人情報データベース等をいいます。

都道府県サーバ
都道府県内の市町村の住民の本人確認情報を管理し、都道府県内の市町村の市町村CSや全国
サーバとのデータ交換を行うサーバです。

は バッチ処理
一定期間又は一定量データを集め、まとめて処理を行うことをいいます。バッチは「束」の意味で
す。

ファイアウォール 組織内のコンピューターネットワークに、外部から侵入されるのを防ぐセキュリティシステムです。

フォーマットチェック 入力されたデータが、あらかじめ決められた書式に沿っているかをチェックすることです。

ら 論理チェック 入力されたデータが論理的に正しいかをチェックすることです。

A ＬＧＷＡＮ

総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ：Ｌｏｃａｌ　Goveｒｎment　Wide　Area　Network）のことです。LＧＷＡ
Ｎは、地方公共団体の組織内ネットワークを相互に接続し、地方公共団体間のコミュニケーション
の円滑化、情報の共有による情報の高度利用を図ることを目的とした、高度なセキュリティを維持し
た行政専用のネットワーク（インターネットから切り離された閉域ネットワーク）です。

ASP
Application Service Provider（アプリケーション事業者）の略。地方公共団体が標準準拠システム等
を利用するために、業務アプリケーション等の構築、提供、運用保守等の提供を受ける一切の事業
者のこと。


